特色ある法曹教育で差をつける : 地域貢献にも結びつく法科大学院の法律家育成 by 金沢大学社会貢献室
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複
雑
化
す
る
法
律
問
題
法
曹
人
口
の
拡
大
が
急
務
社
会
が
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
こ
か
ら
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
様
化
し
、
よ
り
高
度
な
司
法
判
断
や
法
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
民
事
の
法
律
相
談
に
限
っ
て
み
て
も
、
以
前
は
相
続
や
不
動
産
所
有
権
の
問
題
が
主
だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
株
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
よ
う
な
幅
広
い
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
曹
の
質
を
維
持
し
つ
つ
法
曹
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
に
も
、
多
様
化
す
る
法
律
問
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
法
曹
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
１６
年
４
月
、
全
国
の
大
学
に
「
法
科
大
学
院
」
が
設
立
さ
れ
た
。
弁
護
士
が
少
な
い
能
登
や
富
山
東
部
を
抱
え
る
北
陸
で
は
、
特
に
法
科
大
学
院
へ
の
期
待
が
高
い
。
北
陸
３
県
の
弁
護
士
会
の
支
援
も
受
け
る
金
沢
大
学
法
科
大
学
院
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
法
曹
教
育
」
を
基
本
理
念
と
し
、
質
の
高
い
法
曹
を
世
に
送
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
基
本
理
念
を
実
践
す
る
た
め
の
重
要
な
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
」
だ
。
教
育
と
地
域
貢
献
の
核
「
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
」
文
部
科
学
省
か
ら
特
色
あ
る
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
「
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
」
は
、
法
科
大
学
院
の
主
要
事
業
の
一
つ
。
学
生
に
対
す
る
法
曹
教
育
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
市
民
へ
の
情
報
提
供
」
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
市
民
向
け
に
は
、
模
擬
裁
判
の
実
施
や
高
齢
者
の
財
産
を
守
る
た
め
の
成
年
後
見
制
度
、
国
民
に
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す
い
民
事
裁
判
や
人
事
裁
判
の
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、「
金
地
域
貢
献
に
も
結
び
つ
く
法
科
大
学
院
の
法
律
家
育
成
金
沢
大
学
を
含
む
全
国
各
地
の
大
学
に「
法
科
大
学
院
」が
誕
生
し
、裁
判
官
や
検
事
、弁
護
士
と
い
っ
た「
法
曹
人
口
」を
増
や
す
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。し
か
し
、ど
の
大
学
で
も
同
じ
教
育
が
受
け
ら
れ
る
の
な
ら
、地
方
の
法
科
大
学
院
の
存
在
意
義
が
薄
れ
て
し
ま
う
は
す
だ
。金
沢
大
学
法
科
大
学
院
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
探
っ
て
み
た
。
特
色
あ
る
法
曹
教
育
で
差
を
つ
け
る
学
生
編
集
委
員
　
牧
内
幸
子
模擬裁判。事前の筋書きがないため会場にも緊張感が漂う
無料で利用できる法情報センター北陸・金沢サテライト
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
」（
金
沢
市
西
町
）
の
一
角
に
「
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
・
金
沢
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
法
律
に
関
す
る
情
報
を
検
索
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
無
料
開
放
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
へ
情
報
を
発
信
す
れ
ば
、
市
民
か
ら
の
意
見
や
反
応
が
得
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
法
科
大
学
院
の
教
育
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
「
地
域
貢
献
」
と
「
教
育
」
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
法
曹
教
育
」
が
可
能
と
な
り
、
法
科
大
学
院
の
形
成
を
支
援
し
て
い
る
の
だ
。１
月
の
休
日
の
午
後
、
金
沢
サ
テ
ラ
イ
ト
に
足
を
運
ん
で
み
た
。
書
架
に
は
関
連
書
籍
が
備
え
ら
れ
、
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
も
行
政
書
士
な
ど
の
資
格
を
目
指
す
人
や
、
法
律
科
目
を
受
講
し
て
い
る
放
送
に
と
っ
て
は
、
実
際
の
裁
判
に
近
い
環
境
で
実
務
を
学
べ
る
の
だ
。
こ
の
模
擬
裁
判
は
、
一
般
の
人
に
裁
判
や
「
裁
判
員
制
度
」
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
、
殺
人
、
傷
害
致
死
な
ど
の
重
大
事
件
を
裁
判
官
と
一
緒
に
審
理
す
る
制
度
で
、
平
成
２１
年
５
月
ま
で
に
導
入
さ
れ
る
。
国
民
の
司
法
参
加
が
大
き
く
進
む
と
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
ま
だ
十
分
な
理
解
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
模
擬
裁
判
は
、
そ
ん
な
裁
判
員
制
度
に
対
し
て
市
民
が
抱
え
る
疑
問
や
不
安
を
解
消
し
、
よ
り
深
い
理
解
を
促
す
試
み
で
も
あ
る
の
だ
。
実
際
に
参
加
し
た
市
民
に
聞
く
と
、「
裁
判
の
雰
囲
気
を
実
感
で
き
た
」「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
弁
護
士
の
指
導
の
も
と
、
学
生
が
依
頼
者
に
相
対
し
、
相
談
業
務
を
行
う
実
務
教
育
だ
。
弁
護
士
と
し
て
法
科
大
学
院
の
教
壇
に
立
つ
野
坂
佳
生
教
授
は
、「
法
曹
の
資
質
と
い
う
も
の
は
、
座
学
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
実
務
で
養
わ
れ
る
点
が
大
き
い
」
と
話
す
。
弁
護
士
と
い
え
ど
も
、
依
頼
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
や
信
頼
関
係
の
構
築
は
難
し
い
。「
依
頼
人
と
の
連
絡
や
確
認
が
不
十
分
だ
と
信
頼
さ
れ
な
い
」
と
野
坂
教
授
は
続
け
た
。
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
学
生
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
習
得
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
で
は
毎
月
２
回
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
か
れ
、
各
回
４
件
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
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大
学
の
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
検
索
を
利
用
す
る
際
は
、
学
生
が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る
。
法
情
報
の
検
索
を
通
じ
て
学
生
と
地
域
の
人
々
が
直
接
ふ
れ
あ
う
光
景
に
、「
地
域
貢
献
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
見
た
気
が
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
は
地
域
貢
献
を
意
識
し
た
事
業
で
は
あ
る
が
、
根
本
の
「
法
曹
教
育
の
充
実
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
模
擬
裁
判
」
と
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ぞ
い
て
み
た
。
持
ち
込
ま
れ
る
相
談
内
容
は
、
離
婚
や
遺
産
分
割
、
そ
し
て
不
動
産
に
関
す
る
日
常
的
な
問
題
か
ら
株
の
所
有
権
ト
ラ
ブ
ル
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
学
生
の
助
言
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
元
弁
護
士
会
の
指
導
弁
護
士
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
無
料
相
談
と
は
い
え
本
格
的
で
、
守
秘
義
務
も
遵
守
さ
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年
度
の
相
談
希
望
件
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
野
坂
教
授
は
来
年
度
の
回
数
や
件
数
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
地
域
事
情
に
精
通
し
た
法
律
家
を
生
み
出
す
法
曹
界
を
目
指
す
な
ら
、
司
法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。「
法
律
は
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
で
司
法
試
験
も
一
緒
。
だ
か
ら
、
ど
こ
で
法
曹
教
育
地域課題
よ
り
実
践
的
な
教
育
で
一
般
の
人
々
に
も
恩
恵
昨
年
９
月
上
旬
。
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
で
は
本
番
の
裁
判
さ
な
が
ら
の
白
熱
し
た
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
。
金
沢
大
学
法
科
大
学
院
の
実
践
的
な
授
業
の
一
つ
、「
模
擬
裁
判
」
だ
。
学
生
が
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
被
告
人
、
そ
し
て
裁
判
員
ら
に
扮
し
、
現
役
の
裁
判
官
や
弁
護
士
と
一
緒
に
事
件
を
裁
く
。
模
擬
と
は
い
え
、
学
生
に
事
前
に
与
え
ら
れ
る
の
は
事
件
の
概
要
だ
け
で
、
筋
書
き
は
な
い
。
学
生
た
ち
を
受
け
よ
う
が
関
係
な
い
」
と
考
え
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
金
沢
大
学
が
「
地
域
に
根
ざ
し
た
法
曹
教
育
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
の
法
科
大
学
院
も
そ
れ
ぞ
れ
に
基
本
理
念
を
掲
げ
、
様
々
な
教
育
方
法
で
法
曹
の
質
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
模
擬
裁
判
や
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、
法
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸
を
核
と
し
た
金
沢
大
学
法
科
大
学
院
の
取
り
組
み
を
取
材
す
る
と
、
教
育
の
充
実
と
並
行
し
て
地
域
に
根
づ
こ
う
と
す
る
姿
が
見
て
取
れ
る
。
地
域
の
人
々
に
法
情
報
を
提
供
し
、
そ
の
意
見
を
教
育
に
反
映
さ
せ
る
法
科
大
学
院
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
「
法
の
専
門
家
」
は
、
同
時
に
「
地
域
の
専
門
家
」
に
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
法
律
相
談
を
持
ち
か
け
る
側
の
立
場
で
考
え
る
と
、「
地
域
の
事
情
に
精
通
し
た
法
律
家
」
ほ
ど
心
強
い
味
方
は
い
な
い
。
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